
～「環境保全米（特別栽培米）」の取組みについて～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作成：公益財団法人宮城県学校給食会 

みやぎ米飯学校給食支援方式とは 

 

「環境保全米」ってどんなお米？ 

 

「環境保全米」が果たす役割 

 

食農教育を充実させ日本型食生活の普及を図るとともに，地域の次代を担う子どもたちに高品

質なお米を供して健全な成長を図るため，宮城県産良質米を学校給食用米穀に供給し，米飯学校

給食の円滑な推進と支援に取り組む共同事業を「みやぎ米飯学校給食支援方式」といいます。 

支援方式は，加入市町村，農業協同組合（ＪＡ），宮城県農業協同組合中央会（ＪＡ宮城中央会），

全国農業協同組合連合会宮城県本部（ＪＡ全農みやぎ），本会が相互に連携し実施しています。 

「環境保全米」は，「化学肥料」や「農薬」の使う 

量を，従来の慣行栽培米と比べて半分以下に減らし 

て作ったお米です。 

 「化学肥料」や「農薬」の使う量を減らすことで， 

稲が持つ「生きようとする力」を引き出し，田んぼ 

のきれいな水と土を保ち，カエルやトンボなどの生 

き物が住みやすい環境を守ります。 

 そんな田んぼで育ったお米，それが「環境保全米」です。 

 

 

 

○「環境保全米」を食べることは，環境を守ること 

  「環境保全米」は，農薬や化学肥料の使用量を減らし，環境への負荷を軽減することで，

土や水をきれいにし，水田の豊かな生態系を守ります。「環境保全米」を食べて生産者を応

援することは，皆さん自身が環境を守ることにつながるのです。 

   

○「ＳＤＧｓ」世界的な目標達成に貢献 

 「ＳＤＧｓ」とは，人が将来も安心して暮らすことができる世界を目指すために，国連

サミットで定められた国際社会共通の目標です。「環境保全米」の取り組みは，その達成に

貢献するものです。 

 

引用元：宮城県米飯学校給食普及拡大推進委員会発行 

『～安全・安心な宮城のお米をもっと食べよう～「環境保全米」給食がはじまります！』 

 

本会では，「みやぎ米飯学校給食支援方式」に加入している市町村に，令和２年産米（令和

２年１１月）より「環境保全米（特別栽培米）ひとめぼれ１等米」を提供しております。 

 ※市町村で「環境保全米」の供給量が不足する場合は，期間限定の提供となります。 

 


